
実
行
委
員
会

を
代
表
し
て
小

川
仙
月
さ
ん
か

ら
東
海
第
二
原

発
の
再
稼
働
に

向
け
て
、
こ
れ

ま
で
に
14
件
の

火
災
や
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

現
在
、
原
電

で
働
く
半
数
以

上
の
人
が
原
発
を
運
転
を

し
た
こ
と
が
無
い
未
経
験

者
で
す
。
こ
れ
で
は
原
発

を
運
転
す
る
能
力
が
欠
け

て
い
る
と
言
え
ま
す
。

６
名
の
賛
同
人
か
ら
、

原
発
の
再
稼
働
に
１
０
０

％
の
安
全
は
な
い
。
原
発

と
地
域
住
民
は
共
存
で
き

な
い
。
老
朽
原
発
は
い
ら

な
い
と
訴
え
ま
し
た
。

「
東
海
第
二
原
発

住
民

避
難
は
で
き
な
い
」
と
題

し
て
、
東
海
第
二
原
発
運

転
差
止
訴
訟
弁
護
団
の
大

河
陽
子
弁
護
士
か
ら
自
然

災
害
等
を
予
測
す
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。
原
発
施

設
か
ら
出
る
放
射
性
物
質

の
安
全
性
を
確
保
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
す
。

住
宅
が
崩
壊
、
道
路
が

寸
断
を
想
定
す
る
べ
き
で

屋
内
避
難
や
避
難
経
路
が

寸
断
さ
れ
れ
ば
避
難
は
不

可
能
で
あ
り
ま
す
。

第
94
回
定
期
全
国
大
会

に
お
い
て
、
２
０
２
５
年

度
賃
金
・
生
活
実
態
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
取
り
組
む

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
２

６
春
闘
で
国
労
の
全
国
統

一
要
求
に
し
ま
す
。

来
年
４
月
以
降
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
は
人
事
賃
金
制
度

の
変
更
で
、
定
期
昇
給
制

度
が
無
く
な
り
、
「
職
務

能
力
給
」
が
導
入
さ
れ
、

昇
給
額
は
業
務
の
取
り
組

み
・
成
果
に
よ
る
と
し
て

い
ま
す
。

今
後
、
新
制
度
に
向
け

て
大
事
な
交
渉
に
な
り
ま

す
。グ

ル
ー
プ
会
社
、
関
連

会
社
を
含
め
、
他
労
組
・

組
合
未
加
入
者
か
ら
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
調
査
を
お
願

い
し
ま
す
。

第１３号 こくろう みと ２０２５年９月２５日

東
海
第
二
原
発
を
廃
炉
に
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水戸市三の丸

３丁目１－１

029-221-4008
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塙 正人
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坂下 司

８
月
23
日
、
東
海
村
に
て
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
東

海
第
二
原
発
の
再
稼
働

い
ば
ら
き
大
集
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

原
発
再
稼
働
に
向
け
て
安
全
対
策
工
事
の

完
了
時
期
が
来
年
12
月
に
延
期
に
な
り
ま
し

た
。
若
年
層
に
も
再
稼
働
を
反
対
を
広
め
よ

う
と
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

集
会
に
は
６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

国労水戸地区本部ホームページ QRコード⇒
https://nrumito04.wixsite.com/kokuromito

国 労 水 戸 検索

声
か
け
て

仲
間
と
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ

拡
大
へ

第
１
回
水
戸
地
区
本
部
定
期
大
会

日
時

10
月
18
日
（
土
）
11
時
～

場
所

自
治
労
茨
城
県
本
部

１
階
会
議
室

労
働
講
座

10
時
か
ら
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
駐
車
場
は
使
用
不
可
に
な
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
中


